
   No. [  401 ]           

 

 
 

　　　　　　　　　　　　    ゾンビ（グノン）　　　　　　　　             

　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 

  

08-10 不潔な 爪 08-09

引き裂かれた

11-12 腐った 臭い 10-11

吐き気がした

13 よろめく 足 12-13

ぐらついた
  

  

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　

 
Ａ 死の臭いを漂わせた

死臭しみついた

 
ゾンビは死んで間もない人間の死体が「魔」によって操られているもので、恐れはもちろん、あら

ゆる感情はゾンビから脱落してしまっている。妖精など人間以外の種族がゾンビになることはない。

ゾンビは特殊な能力や魔法は持たない。ゾンビの攻撃は主に素手によるものであるが、武器を使

うこともできる。



   No. [  402 ]           

 

 
 

　　　　　　　　　　　　    亡霊（イーレ）　　　　　　　　             

　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 

  

05-08 腐ったリンゴ 息 04-07

悪臭にむせた

09 未練にすがる 腕 08-09

妄執している

10-12 脈絡の無い 言葉 10-13

狂った
  

  

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　

 
13-Ａ 現世を否定する

亡者に憑かれた

 
亡霊。死んだ人間の魂が、生前に残した思いに翻弄され、メディートの御前たる冥府ライヴァスロ

への道を失って幽魔の領域に迷った存在。オザンの瞳である太陽の凝視を嫌い、日中は地下か

廃墟など人気のない建物の中にいる。この世界に残した悔い等を解決、消滅させてやれば出没

しなくなる。



   No. [  403 ]           

 

 
 

　　　　　　　　　　　　    スケルトン（ムタランバ）　　　　　　　　             

　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 

  

07-09 白骨 体 07-11

打たれた

10-11 素早い 足 12

効かなくなった

12-13 うつろ 眼窩 13

震えてしまった
  

  

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　

 
Ａ 何者かに操られた

骨をさらした

 
魔動せし骸骨。白骨化した死体が、魔法によって操られている存在。ゾンビの肉が腐敗した成れ

果てとも考えられるが、定かではない。特殊な能力や魔法は持たないが、たとえ対幽魔能力があ

る武器でも、弓矢やナイフ、突き攻撃のために特に細く造られた剣などは、スケルトンに有効な打

撃を与えにくい。スケルトンは、装備した武具により戦闘を行うが、複雑な道具は使えない。



   No. [  404 ]           

 

 
 

　　　　　　　　　　　　    飛び首（カルイック）　　　　　　　　             

　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 

  

06-08 浮遊する 頭 08-10

怯えきった

09-12 噛みつく 口 11-12

噛まれた

13 白目 目 13

動けなくなった
  

  

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　

 
Ａ 狂気にとりつかれた

錯乱した

 
空飛ぶ生首。ゾンビ、スケルトン同様、魔により操られた狂える首。空中を蛾のように煩わしく飛び

まわって噛みつく。言葉を話すが、狂った思念の塊ゆえ、まともな会話は困難。ほとんどが、けた

たましい笑い、呻き、すすり泣き、愚痴など独り言のようなもの。



   No. [  405 ]           

 

 
 

　　　　　　　　　　　　    ミイラ（シーシ）　　　　　　　　             

　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 

  

07-08 鋭い 爪 07-08

切り裂かれた

09-12 乾ききった 体 09-10

錯乱した

13 薬草 匂い 11-13

臭くなった
  

  

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　

 
Ａ 生きるものを憎む

干からびた

 
「シーシ」とは精霊古語で"古き眠り"の意。傷まないよう特殊に保存された死体に魔が宿った存在。

怪力以外に特殊な能力や魔法は持たず、朽ちて乾いた口から言葉が発せられることもない。乾

燥しているため燃えやすく、火炎や火の魔法を帯びた攻撃は、命中さえすればミイラを簡単に焼

き払うことができる。



   No. [  406 ]           

 

 
 

　　　　　　　　　　　　    吸血鬼（ガナンバウラ）　　　　　　　　             

　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 

  

05-09 血を吸う 牙 04-05

出血した

10-11 惑わせる 目 06-11

操られたような

12 冷気 体 12-13

がたがた震えた
  

  

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　

 
13-Ａ 血を求め誘う

死者に従わされる

 
人に噛みつき、生き血と供に生命を吸い取る。吸い取られて死んだ人間は、３日後の日没、自分

も吸血鬼となって蘇る。これを防ぐには、その心臓へ木の杭を打ち込むこととされる。なお吸血対

象は人間のみで、吸血し続ける限りは不老不死。生前の傷や醜いところも消え去る。人間の時の

能力や魔法はそのまま使え、新たな魔法を覚えることも可。本文参照。



   No. [  407 ]           

 

 
 

　　　　　　　　　　　　   ストーンレイス（ツァッタノイル）　　　　　　　　             

　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 

  

07-08 強力 腕 04-07

打ちのめされた

09-10 石 体 08-10

効かなくなった

11-12 頑丈 足 11-13

のろのろした
  

  

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　

 
13-Ａ 重々しく踏み鳴らす

石恐怖症

 
幽魔界の魔力を内在して動き出した（魔動した）石像。形や大きさはさまざまだが、神聖な姿をか

たどった石像であるほどストーンレイスには成りにくい。鈍重は否めないが、石像にもかかわらず、

まるで生きているように動き、攻撃してくる。



   No. [  408 ]           

 

 
 

　　　　　　　　　　　　    鬼火（ダンガスロ）　　　　　　　　             

　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 

  

04-10 青白い 炎 04-09

火傷した

11-12 ゆらめく 影 10

たよりない

13 ひりひりする 光 11-13

ひりついた
  

  

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　

 
Ａ 冥府よりゆらぎ出た

冥府に焼かれる

 
人家の近くの陰気な林、沼、湿地、洞窟、墓場などに現れる火の玉。精霊古語で「冥府の灯火」

ダンガスロ。鬼火の攻撃は自分の炎で相手を焼くことである。



   No. [  409 ]           

 

 
 

　　　　　　　　　　　　    スケルトンマンティコア　　　　　　　　             

　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 

  

07-08 鋭い クチバシ 04-05

腐敗した

09-10 腐った 体 06-11

だらりとした

11-12 朽ちた 尾 12-13

打たれた
  

  

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　

 
13-Ａ 腐臭を漂わせる

腐臭に息がつまる

 
マンティコアの朽ちかけた骸骨が魔力によって操られたもの。特殊な能力や魔法は持たない。生

前の毒もない。



   No. [  410 ]           

 

 
 

　　　　　　　　　　　　    ワイト　　　　　　　　             

　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 

  

06 透き通る 体 04-08

ふらふらした

07-08 憎しみに 声 09-12

震え上がった

09-12 錆 剣 13

傷だらけの
  

  

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　

 
13-Ａ 未練にとらわれた

悪霊に憑かれた

 
御霊。生前に栄華を誇った位の高い人間が、いまだ故地を離れず留まっている古き霊。邪悪と

は限らず守護的なものとして祀られているものもいるが、何らかの未練や遺恨で祟りなす存在が

少なくない。過去の領地、埋められた財宝への執着で、よそ者を排除しようとすることも多い。亡

霊と似るが、半実体化できる体を有し、武具を用いる。本文参照。



   No. [  411 ]           

 

 
 

　　　　　　　　　　　　    ドラゴンゾンビ　　　　　　　　             

　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 

  

07-08 腐った 巨体 04-09

効かなくなった

09-10 腐食性 息 10-11

ただれた

11 不潔 爪 12-13

腐れ落ちた
  

  

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　

 
12-Ａ 周囲を腐食させる

腐れ溶けた

 
成熟した龍の死体が魔法によって操られたもの。通常攻撃の他、炎のかわりに腐食性の強い息

を吐く。この息に命中した場合、通常の鉄製品は使い物にならなくなる。



   No. [  412 ]           

 

 
 

　　　　　　　　　　　　    エヴィユート　　　　　　　　             

　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 

  

04 燐光 体 04-08

血が凍えた

05-06 霧 輪郭 09

生気の無い

07-11 歪み 顔 10-13

悶え苦しんだ
  

  

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　

 
12-Ａ 怨み凝り固まった

呪われた

 
戦乱等で、同じ場所で同じ時に大量虐殺された人々の怨霊が集まった存在。決まった形状を有

さず、深夜に青白く光る霧の塊のような状態で、地表近くを浮遊する。凝視すれば、その霧の中

に、阿鼻叫喚して歪む多くの顔が見えることがある。彼らは生を怨み、生者を包み込む。そして

無数の怨嗟を叩きつけ発狂に追い込む。エヴィユートへは魔法や銀の武具以外は役に立たな

い。なお、ゴースト同様、日光を嫌い、真夜中しか出没しない。



   No. [  501 ]           

 

 
 

　　　　　　　　　　　　    イエッティ　　　　　　　　             

　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 

  

05-09 力強い 腕 05-10

打たれた

10-12 獣 声

恐れに震えた

13 ごわごわした 体毛 11-13

役に立たない
  

  

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　

 
Ａ 近づく者を拒絶する

拒まれる

 
雪男。白または茶色の長い体毛に覆われた大きな人間型の生き物で、内気な性格を持ち、自分

の領域を侵略されない限り、他の人間との戦いを避け、逃げるか隠れてしまう。特殊な能力や魔

法は持たない。共通語を話すが訛りのひどい方言のため、研究者でもない限り会話を聴きとれな

いだろう。



   No. [  502 ]           

 

 
 

　　　　　　　　　　　　    ネトラトス　　　　　　　　             

　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 

  

06-09 棍棒 腕

打たれた

10 毛 体 07-11

効かなくなった

11-13 ぼそぼそした 声 12-13

惨めな
  

  

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　

 
Ａ 古く謎に満ちた

危険にためらう

 
太古に"言葉ある"ことを拒み違う道を選んだ「古き民人」らしいが未詳。ただ、今は名も定かでな

いエルフェルダノンが深く関わったとも。道具は頼らず、簡単な石器を使う程度。特殊能力や魔

法は持たないが、不思議な自然力の加護があるようで、方法如何に関わらず常に対幽魔効果を

有す。武器は主に棍棒と石つぶて。教えれば斧や槍などもを使えるようになるだろう。ネトラトスは

人を恐れ、可能な限り逃げるが、中には人食いの種族もいる。



   No. [  503 ]           

 

 
 

　　　　　　　　　　　　    トカゲ人　　　　　　　　             

　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 

  

06-09 鋭い 爪 07-08

切り裂かれた

10-12 しゅるしゅる 囁き 09-12

ぶるぶるする

13 緑 鱗 13

弱々しい
  

  

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　

 
Ａ 無関心

動けなくなった

 
見かけは少し短くなった尾と後ろ脚を発達させ立ちあがったイグアナのような感じだが、全身あざ

やかな緑の鱗で保護され、共通語をつかう知性を有している。意外なことにふだんの性質は穏和

で、食べるものも植物か魚が多い。ただ興奮すると歯止めがきかなくなり、そのような時は危険こ

のうえない。特殊な能力や魔法は持たない。



   No. [  504 ]           

 

 
 

　　　　　　　　　　　　    有角人（ハルファバイ）　　　　　　　　             

　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 

  

06-09 粗末な 槍 07

打たれた

10 額 角 08

ぐるぐるした

11-13 にやにや 口元 09-13

いらつかされた
  

  

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　

 
Ａ 乱痴気騒ぎ好きの

気が抜けそうにない

 
頭に象牙色の角を持つ人間型の生き物。人間よりは妖精族に近い種族で、魔法の素質を持ち、

武器は主に槍を用い、防具は盾以外にはあまり着用しない。有角人は陽気な性質で、酒や踊り

を好む。彼らは人間――特に、ノリの悪いつまらい人間――を嫌っているが、たまに酔狂として

人間の女性を誘惑することがある。有角人は精霊古語を話す。



   No. [  505 ]           

 

 
 

　　　　　　　　　　　　    ドッペルゲンガー　　　　　　　　             

　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 

  

07 鋭い 歯 07-09

噛まれた

08-12 偽り 顔 10

ぼんやりとした

13 赤 目 11-13

動けなくなった
  

  

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　

 
Ａ 騙す喜びに満ちた

不安かきたてられる

 
細い腕、鋭い歯と爪、赤い眼を持ち、厚く弾力性のある灰色の皮膚で覆われている。変身の力で、

どんな人間にも成りすます。が、元の人間の持つ能力までは真似られない。また、人間以外の種

族へ化けることはない。読心術を有し、成りすましに活用。狙いを付けた人間が一人でいる時に

不意打ちをかけて殺し、そしてその人間になりすまして周囲の人間の隙を窺い殺していく。これ

が怪物の最も好むゲームである。本文参照。



   No. [  506 ]           

 

 
 

　　　　　　　　　　　　    ライカンスロープ　　　　　　　　             

　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 

  

07 野性 目 07

震えが止まらない

08-09 ぬめる 牙 08

伝染させられた

10-13 変異 体 09-13

病み歪んだ
  

  

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　

 
Ａ 我が身を呪う

呪わしい

 
動物へ変化する奇病にかかった元人間。意志と無関係に、満月になると山猫、狼、猪、虎、大蛇、

蜘蛛等へ変化する。この奇病は「動物に変身した状態の患者」から傷を受け感染する。新たな感

染者は次の満月の夜から、自分を傷つけた相手と同じ動物へ変身。本文参照。


